
中教審答申が示す「新たな教師の学びの姿」を実現するため、研修担当者
（指導主事）の研修観を「知識伝達型」から「豊かな気付きの醸成」へと転
換し、エビデンスに基づいた研修デザインを構築する。

∼

受講者の変容（記述より）主な工夫点研修対象
◎「学び続ける教師」としての自覚と
使命感、理論の重要性等を実感

前回の振り返り、自己
の課題や思考の可視化初任者

◎内省と対話によって自己の在り方を
再確認し、新たな目指す姿を確立

イントロ＆リフレク
ションの工夫と対話ミドルリーダー

研修評価データから見る成果例
【意識調査における指導主事の声】

・指導主事同士での対話、受講者の立場として研修へ参加、
外部の取り組みを実際に見る機会があったことで、自分
自身の研修観が揺さぶられ、自然と自分自身と向き合う
時間が多い1年だった。

・モヤモヤと「悩む時間」は非常に大切なことだと感じる。
次の日に解決するかもしれないし、数年かかるかもしれ
ない。その解決に喜びや楽しみを得られるような人材育
成ができればと思う。

【学校ミドルリーダー研修受講者の声】
・自分の役割に目がいきつつあったが、研修での学びによって全体に目を向け
ていくことがこれからの自分に必要なことだと思えたし、自分の成⾧につな
がると感じられた。

・研修が講義演習だけで終わらず、内容を咀嚼し自分に引き付けて考える時間
を持つことの意義が分かった。

【初任者研修受講者の声】
・課題に向き合いながら学びを重ねることで、十分とは言えないまでも、様々
な場面で実践に生かすことができるようになった。

・学び続けることの意義を感じられた。また、無知であることの勿体無さや怖
さを感じることが多く、情報に対する日々の自分の姿勢が変化したと感じた。

・自分の位置を客観的に見ることのできる活動を何度も用意して頂いてありが
とうございました。

「研修観の転換」の仕掛けがうまくできているか不安
「豊かな気付き」を生み出す研修の工夫とは？

指
導
主
事


